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研究成果の概要（和文）：知識基盤社会における技術科教育の有益さや人間形成上の必要性について，技術的素
養の育成に関するマイスター（職人）調査，現行の中学校学習指導要領の実施状況，及び生徒のものづくり学習
への価値・重要性，学習意欲，及び自己効力について調査・分析し，技術科教育における人間形成をはぐくむ教
材開発及びカリキュラム構築の基礎的な知見を得た。また，技術科教育の必要性についてのワークショップ及び
講演会を開催した。

研究成果の概要（英文）：To investigate the benefits of technology education in a knowledge-based 
society and the need for such education from the perspective of personal growth, the authors 
conducted a survey of master craftspeople regarding the cultivation of technological literacy. The 
authors also carried out surveys and analyses concerning the implementation status of the current 
Course of Study for junior high schools, and value and importance to students as well as their 
motivation to learn and self-efficacy in terms of their production (monodukuri) studies classes. 
From this work, the authors gained basic knowledge concerning the development of both a curriculum 
and teaching materials that foster personal growth through technology education. The authors also 
held workshops and lectures focused on the need for technology education.

研究分野：科学教育
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１．研究開始当初の背景 
知識基盤社会を牽引する人材の育成は，我
が国の重要課題の一つであるとされており，
中でも，科学技術の振興は，社会と経済の発
展の原動力でもある。そして現在，我が国の
普通教育における技術教育は，中学校技術・
家庭科技術分野で行われている。学習指導要
領では，技術教育が技術的素養をもった人格
を形成するという役割をもっているという
理念から，「人間形成」を位置付けた教科本
来の目的を明確にしている。そして，技術科
では基礎的・基本的な知識及び技術を習得す
ることを通して，人が生きていく上での技術
的な課題を解決する能力を育成し，知・情・
意の調和のとれた教育を目指していること
から，技術科教育における人間形成をはぐく
むカリキュラム開発及び教材開発が求めら
れている。そこで，マイスター的な教育によ
る人間形成に着目し，知識基盤社会における
技術科教育における人間形成をはぐくむ教
材開発とカリキュラム開発の構築と実施の
重要性が高まっていると考える。また，関連
学会（日本産業技術教育学会）では，中学校
で技術科を担当する教員の「技術的素養」と
「技術教育の内容」に対する考え方を分析し，
技術教育観を検討しているものの，生徒のも
のづくり学習への価値・重要性，学習意欲，
及び工具使用の自己スキル意識（以下，自己
効力）について検討したり，マイスター調査
から技術科の技術的素養の育成について検
討したりする研究は急務である。 
 
２．研究の目的 
本研究では，マイスター（職人）調査，現
行の学習指導要領の実施状況，及び中学生の
ものづくり経験とものづくり実習の価値・重
要性，ものづくり学習における学習意欲や自
己効力との関係について分析する。また，ワ
ークショップ及び講演会を開催し技術科教
育の必要性について検討する。これらのこと
から，技術科教育における人間形成をはぐく
む教材開発及びカリキュラム構築の基礎的
知見を得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 研究の組織として次の３つの研究班を設
置した。「マイスター研究班」は，マイスタ
ー（職人）調査の検討，「技術的素養研究班」
は，知識基盤社会における技術科教育におけ
る技術的素養，ものづくり実習の価値・重要
性，学習意欲，及び自己効力について検討，
「教育実践研究班」は，公立中学校，国立大
学附属中学校の教員で組織し，教材開発及び
指導方法の工夫について授業実践から検証
する。 
具体的には，以下の方法で研究を進めた。 
(1)知識基盤社会における技術科教育の有益
さや人間形成上の必要性についての検討，
技術科の学習で生徒がどのような人間形
成に関わることができるか，「学び続ける

教員」としての技術科教師の充実を図る仕
組みづくりについて，中学校技術科担当教
員を対象に，技術科教師の専門性に関わる
環境，及び現行の学習指導要領の実施状況
等について調査・分析し課題を検討する。
また，マイスター（職人）調査として，職
人を対象とした面接法による聞き取り調
査から，技術科の技術的素養の育成との関
係について検討する。 
(2)中学生のものづくり経験，ものづくり実
習の価値・重要性，ものづくり学習におけ
る学習意欲や自己効力について，公立中学
校及び国立大学附属中学校の生徒を対象
に調査し，授業場面で効果的に学習できる
題材開発，及び指導法の工夫などについて
検討した。また技術科の授業における生徒
の主体的・対話的な学習活動の授業実践か
ら検証する。さらに，地域及び家庭環境の
異なる複数の公立中学校について分析，及
び考察する。 
(3)中学校３年間の技術科の学びについて，
生徒の技術科に対する理解や考え方など
の関係性について検討する。 
(4)技術科教員，技術科の教師をめざす学生
等を対象としたワークショップ，研究報告，
及び「技術科教育はなぜ必要か」について
講師を招聘し講演を行う。 
 
４．研究成果 
(1)平成 26 年度の研究成果 
①工具を製造している三木市や小野市の職
人や，ものづくりをしながらその伝統技法
を後継者に伝えている青森の職人などの
考え方として，日常の技術文化の原点であ
るとともに，ものづくりの意義を確認した。 
②技術科ものづくり学習における生徒の学
習意欲や自己効力などについて，地域及び
家庭環境の異なる３つのタイプの公立中
学校 3校の分析結果として，ものづくり経
験の豊富な生徒ほど，ものづくり学習にお
ける学習意欲やものづくり実習に対する
意識の高いことが分かった。また，のこぎ
り使用時の自己効力では，「できる」とい
う意識は男子が高く，「こわい」や「苦手」
などの意識は女子が高い傾向にあり，この
男女の特徴が３校とも一致した。さらに，
のこぎり使用経験や家庭におけるものづ
くり経験の有無が，のこぎり使用における
「できる」という意識の形成に関与してい
ることが明らかになった。これらのことか
ら，よりよい「ものづくり学習」を展開す
るために，ものづくり学習における学習意
欲や生徒が工具を使用する際の心理的側
面を把握することは重要であることが示
唆された。 
 
(2)平成 27 年度の研究成果 
①伝統工芸をはじめとするものづくりを行
う職人を対象に熊本市，鹿児島市，佐賀市，
及び島根県において面接法等による聞き



取り調査を行ったところ，これまでの科学
技術の振興の歴史から，日本では，例えば
肥後象がん，陶磁器，竹製品などのように，
手先を使う巧緻性や繊細さがもとめられ
るものづくりで生産業が構築された。そし
て西洋の文明を取り入れ産業技術の導入
によって，自動車や精密機械など，我が国
で製造に至るまで日本の生産技術が発展
してきたことを確認した。 
②知識基盤社会における技術科の価値・重要
性について検討するため，調査及び分析を
行った。中学校技術科の授業における生徒
の学習意欲や自己効力，家庭や小学校にお
けるものづくり経験について，公立中学校，
及び国立大学附属中学校の生徒を対象に
調査し，分析と考察を行った。その結果，
ものづくり実習において生徒に製作品を
完成させ，達成感を味わわせることが，も
のづくり学習における学習意欲やものづ
くり意識を培う要因の一つになることが
示唆された。 
③国立大学附属中学校において，生物育成の
「大根」を題材（以下，教材）とした授業
実践を行った。「できるだけ大きく育てよ
う」を目標に，グループごとに土や肥料，
置く場所を考え，栽培計画を立案した上で
栽培に取り組ませたところ，主体的・協働
的な授業場面において，互いの生徒が話し
合い，多様な視点で思考方法を学び合い，
課題解決を目指した体験的な栽培学習を
実施することができる教材を開発した。そ
して，成長の変化に応じた最適な対応をグ
ループで考え，栽培の難しさなども実感さ
せることができた。 
 
(3)平成 28 年度の研究成果 
①技術科教師を対象とした，現行の学習指導
要領の実施状況では，技術科の学習で生徒
がどのような人間形成に関わることがで
きるかという設問に，「課題解決能力」「創
意工夫」「達成感」「安全管理能力」などの
回答が多いことが分かった。また技術科教
師の専門性とそれに関わる環境に関して，
「技術科の授業計画」及び「技術科の授業
実践」において，新任者と中堅者及びベテ
ラン間に有意差が認められた。さらに，中
堅者とベテランは新任者と比較して，技術
科教師に求められる能力に対する自己評
価が高いことがわかった。これらのことか
ら，新任者が教科のロールモデルを得られ
るような仕組みづくりが必要であること
が示唆された。 
②中学校３年間の技術科の学びでは，教材と
して例えば，スライド式本立て，制御など
「むずかしかったけどできるようになっ
てうれしかった」や，ダイコンの袋栽培の
ように，「作物の管理が大変だったけど収
穫したときうれしかった」など，達成感が
得られる教材を用いた場合，加えて「将来，
生活で役立つ内容であると自覚できる学

習」において学びが深まることが分かった。 
③国立大学附属中学校において，材料と加工
の「手作り豆腐の木箱を作ろう」を教材と
した授業実践を行った。主体的・対話的な
授業場面において，互いの生徒及び教師と
対話する中で，多様な視点で学び合い，課
題解決を目指した体験的なものづくり学
習を実施することができる教材を開発し
た。これらの結果は，技術科の学習におい
て生徒の学習意欲や実習する際の意識な
ど心理的側面を把握することを可能とし，
技術科教員がよりよい技術科の授業を展
開する上で基礎的な知見になると思われ
る。 
④公立中学校，及び国立大学附属中学校の技
術科教員，技術科の教師をめざす学生，教
育学部の大学教員等を対象としたワーク
ショップを開催し，「技術科教育の必要性」
「技術科教員としてどのような力をつけ
ていかなければならないか」について意見
交流し，全体会で発表，まとめとして，講
師による講演を行った。その概要は「各学
校において，それぞれの教科等で年間指導
計画を立て日々の授業を実践しているが，
その授業には，各教師の個性を反映したり，
それぞれの学級の生徒の実態に応じたり
した対応が求められていること，その過程
では，生徒の主体的･能動的な学びを育む
ことが大切で，校内でカリキュラムをどう
するかを日常的に話し合い，検討し，学校
独自のものを作り上げることが重要であ
ること。また，校内研修においても，この
視点を取り入れ，年間の研修計画の中にカ
リキュラム開発を位置付けて開発してい
く必要がある。さらに，授業における「深
い学び」とは，社会や生活への見方が一変
することであり，考え抜かれた教材提示の
下で，特に授業における導入→展開→結末
の，特に結末の部分で起こる洞察のような
ものである。深い学びを実現するのは，生
徒の様々な事象や人々と出会い，そこで五
感を総動員して体験することや体を動か
す中で気づきを得たりすることである。そ
のために必要な場面を設定したり，生徒の
学びに求められるサポートを準備したり
するカリキュラムの開発が求められる」な
どである。 
 
以上，知識基盤社会における技術科教育の
有益さや人間形成上の必要性について，意義
のある結果を得ることができた。またこれま
での研究から，ものづくり学習において生徒
に製作品を完成させ，達成感を味わわせるこ
と，及び技術科の学習をすることへの意義を
認識させることが，ものづくり学習における
学習意欲やものづくり意識を培う要因の一
つになることが示唆され，技術科教育におけ
る人間形成をはぐくむ教材開発及びカリキ
ュラム構築の基礎的な知見を得ることがで
きた。 
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